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縁
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宮

本

正

尊

一
 
正

等

覚

者

の
誓

願

と

八

正
道

中

道

の

「
正
」

に

つ
い

て

八
正

道

中

道

は
、

仏

陀

の

さ

と

り

の
原
型

で

あ

る
。

そ

し

て
(
1
)
正見

sa
m
m
a
-
d
i
t
t
h
i
 
(
2
)
正

思
 
sa
m
m
a
sa
n
k
a
p
p
a
 
(
3
)
正語
 
s
a
m
m
a
-v
a
ca

(
4
)
正業
 
sa
m
m
a
-
k
a
m
m
a
n
t
a
 
(
5
)
正

命
 
s
a
m
m
a
-
j
a
j
i
v
a
 
(
6
)
正

精

進

sa
m
m
a
-v
a
y
a
m
a
 
(
7
)
正
念
 
s
a
m
m
a
-
s
a
t
i
 
(
8
)
正

定
 
sa
m
m
a
-
s
a
m
a
d
h
i

と

し

て
、

八

正
道

の
各

支

が

「
正

し
さ
 
sa
m
m
a
」

に

よ

つ

て

表

出

さ

れ

て

い
る

こ

と

は
、

実

に

大

き

な

事

実

で
あ

る
。

筆
・者

が

こ

れ
ま

で
、

世

界

の
宗

教

の
う

ち
、

こ

の
よ

う

に

「
正

し
さ
 
sa
m
m
a
」

を

も

つ
て
、

さ

と
り

の
指

標

と

し

て

い
る

の
は
、

た

だ
仏

教

だ

け

で
あ

つ
て
、

こ

れ

は
大

き

な

特

質

で
あ

る

と
、

強

調

し

て
き

た
。

し

か

し
、

ど
う

し

て

こ

の

「
正

し

さ
 
sa
m
m
a
」

が
指

標

と

な

る

の

で
あ

る
か

に

つ

い

て

は
、

は

つ
き

り

さ

せ

て

い
な

か

つ
た
。

そ

れ

が

ご
く

最

近
、

こ
れ

ら

八

つ
の

「
正

し

さ
 
sa
m
m
a
」

は
、

い
ず

れ
も

菩

提

樹

下
 
B
o
d
h
iru
k
k
h
a
m
u
l
u

で
中
道

を

さ

と

つ

た

正

等

覚

者
 
S
a
m
m
a
sa
m
b
u
d
d
h
a
 の

さ

と

り

の

「
正

し

さ
 
S
a
m
m
a
」

を

源

泉

と

し

て
、

そ

れ

か

ら
湧

き
出

る
浄

き

流

れ

に
あ

る

も

の

で
あ

つ

て
、

今

日

の
わ

れ
わ

れ

に

ま

で
届

け

ら

れ

て
き

て
い
る
さ
と
り
の
主
体
的
実
践
で
あ
る
こ
と
が
分

つ
た
。

八
正
道
は
、
(
1
)
正し
い
思
想
、
(
2
)
正し
い
思
向
、
(
3
)
正し
い
言
葉
、

(
4
)
正
し
い
行
為
、
(
5
)
正し
い
職
業
、
(
6
)
正し
い
努
力
精
進
、
(
7
)
正し
い

憶
念
、
(
8
)
正し
い
三
昧
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
八
正
道
が
中
道
で
あ
る

と
い
う
の
は
、
正
等
覚
者
 
S
am
m
a
s
a
m
b
u
d
d
h
a
 

の
誓
願
が
、
主

し
い

思
想
 
(正
見
・
正
思
)
 と
正
し
い
宗
教
 
(正
念

・
正
定
)
 の
両
翼
に
よ
つ
て

励
み
の
あ
る
健
全
な
生
活
経
営
 (正
語
・
正
業

・
正
命
・
正
精
進
)
 を
推
進

し
、
全
体
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
主
体
的
な
中
道
実
践
と
な

つ
て
い
る
。

現
代
に
も
つ
と
も
必
要
な
の
は
、
正
し
い
思
想

と
正
し
い
宗
教

で
あ

る
。
筆
者
が
こ
こ
で

「
正
し
い
宗
教
」
と
表
出
し
た
第
七
の
正
念
と
第

八
の
正
定
と
は

「
正
し
い
憶
念
と
正
し
い
三
昧
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
昼

夜
朝
暮
に
念
仏
す
る
正
し
い
報
恩
感
謝
の
日
暮
し
と
、
正
し
い
坐
禅
三

昧
に
よ
る
身
心
学
道
と
し
て
、
平
常
心
こ
れ
道

の
経
歴
と
で
あ
る
。

こ

れ
ら
の
八
正
道
が
、
前
向
き
の
開
拓
者
精
神
と
な
り
、
人
間
の
正
し
い

思
想

・
信
念

・
生
活
行
動
と
な
る

の
に
は
、
正

し
い
さ
と
り
の
主
体

者
、

正
等
覚
者
 Sam
m
a
s
a
m
b
u
d
d
h
a
 

の
誓
願
が
、

一
本
太
い
筋
を
通

仏

の
誓
願
と
因
と
縁

の
生
成
原
理
 
(
宮

本
)
 

四
〇
三
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仏

の
誓
願

と
因

と
縁

の
生
成
原
理
 
(
宮

本
)
 

四
〇
四

し
て
、
活

ら
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

千
古
の
雪
を
頂
く
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
の
大
連
峰
と
そ
の
地
下
水
に
通
う
聖

な
る
ガ
ン
ジ
ス
の
大
流
域
か
ら
な
る

「
イ
ン
ド
的
大
自
然
」

の
懐
う
に

あ

つ
て
、
耐
え
続
け
た
六
年
苦
行
の
苦
修
練
行
の
素
地
 (
七
た
じ
)
 に
、

ネ
ー
ラ
ン
ヂ
ャ
ラ
ー
 N
era
n
jara
 河
畔
、
伽
耶
の
菩
提
樹

下
道
場

に

お
け
る
禅
思
修
定

の
三
昧
統

一
が
成
就
し
て
、
身
証
し
体
得
ル
た

「
さ

と
り
の
初

心
」
こ
そ
、
八
正
道
中
道
の
原
型
で
あ

つ
た
。
釈
尊
に
は
、

さ
ら
に
、
数
多
く

の
本

生
 (ほ
ん
し
よ
う
)
 物
語
 Jata
k
a
 が
あ

る
。
そ

こ
で
は
、
利
他
を
先
き
と
す
る
菩
薩
精
神
か
ら
し

て
、「
数
知

れ
な

い

難
行
 (な
ん
ぎ
ょ
う
)
 が
積
ま
れ
る
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、
菩
薩
行

の
核
心
は
、
耐
え
忍
ん
で
努
力
を
重
ね
る
忍
辱

・
精
進
の
行
 
(ぎ
ょ
う
)
 

に
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
忍
辱

・
精
進
の
菩
薩
行

と
八
正
道

中
道
の

「正
精
進
」
と
に
は
、
先
度
他
の

「
菩
薩
の
本
願
」

に
お
い
て
、

つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
。

ほ
ん
し
よ
う

釈
尊
の
本
生
物
語
 
Ja
ta
ka
 で
は
、
利
他
を
先
き
と
す
る
菩
薩
精
神

か
ら
し
て
、
数
知
れ
な
い
功
徳
が
積
ま
れ
て
い
る
。
本
生
経
の
巻
頭
に

あ
る
因
縁
物
語
 
N
idan
a
-k
ath
a
 を
熟
読
す
る
と
、
菩

薩
が
燃
燈
仏

D
i
p
a
m
k
a
r
a
 

の
み
も
と
に
お
い
て

「
誓
願
」
を
立
て
、
十
波
羅
蜜

s
a
c
c
a
,
 
a
d
h
i
t
t
h
a
n
a
,
 

m
e
t
t
a
,
 

U
p
e
k
h
a
)
 

を

修

す

る

が
、

難

難

を

耐

え

忍

ん

で
努

力

を

重

ね

る
第

五

波

羅

蜜

の
精

進
 
V
ir
iy
-
p
.
 
と
第

六

波

羅

蜜

の
堪

忍
 
(
忍

辱
)
 
k
h
a
n
t
i
-
p
.
 

の
こ

と
ろ

が
、

核

心

で

あ

る
。

そ

れ

が

大

乗

菩

薩

の
 
(布
施

・
持
戒

・
忍
辱

・
精
進

・
禅
定

・
智

慧

・
方

便

・
願

・

力
・

智
)
 の

六
波

羅

蜜
、

ま

た

は
十

波

羅

蜜

に
発

達

す

る

の
で
あ

る

が
、

そ

こ
に
基

盤

の
原

動

力

と

な

つ
て

い

る

の

は
、

ま

さ

し

く

「
菩

薩

の

本

願

」

で
あ

る
。

筆
・者

が

と

く

に

関

心

を

も

つ

て

い

る

の

は
、

精

進

V
ir
iy
a
 と
堪

忍
 
k
h
a
n
ti
 の
第

五
第

六
波

羅

蜜
行

と
、

釈

尊

仏

陀

の

八

正

道

中

道

の

正
精

進
 
s
a
m
m
a
-
V
a
y
a
m
a
 

と
が
、
5
字

源

は
同

じ

く

は

な

い
け

れ

ど
、

菩

薩

の
本

願

に

お

い
て
、

ヒ
ー

ロ
ー

の
 
H
e
r
o
 
の

勇

猛

な

る
堪

忍
精

進

力

と

し

て
、

不

二

一
体

な

も

の
が

あ

る

こ

と

で
あ

る
。

本

生

菩

薩

の
 
V
ir
iy
a
 と
 
k
h
a
n
ti
 は
、

大

乗
菩

薩

行
 
(
ぎ
ょ
う
)
 の
 
V
ir
y
a

と
 
k
s
a
n
ti
 に

つ
な

が

つ

て
発

達

す

る

つ

し

か
も

大

乗

菩

薩

の

十

地

で

お
ん
ぎ
よ
う
じ

は
、

第

六
現

前

地

の

「
般

若

」

と
第

七
遠

行

地

の

「
方

便

」

と
第

八

不

動

地

の

「
願

」
が

つ
づ

く

と

こ
ろ

に
、

七
地

沈

空

の
難

を

超

え

て
、
不

退

転

の
位

に
入

つ
て
、

不

動

の
境

地

に
進

必
大

難

処

が
あ

る
。

菩

薩

が
中

道

媒

介

の
実

践

原

理

に

よ

る

べ
き

と

こ

ろ

と

い
え

ば
、

こ

こ

が

一
番

の

正

念

場

で
あ

る
。
八

正

道

の

「
正
精

進

」
s
a
m
m
a
v
a
y
a
m
a
 が
、

正

し

い

中

道

媒
介

に
役

立

つ
と

こ
ろ

も
、

こ

う

し

た
難

処

に

お

い
て

で
あ

る
。

こ

の
精
進
 
v
ir
iy
a
 は
、

十

波

波

羅

蜜

ば
か

り

で
な

く
、

五

根
 
(
p
a
-

n
c
'in
d
r
iy
a
n
i
:
 sa
d
d
h
a
,
 vir
iy
a
,
 
s
a
ti
,
 
sa
m
a
d
h
i
,
 

p
a
n
n
a
)
 五
力
 
(p
a
n
c
a

b
a
l
a
n
i
:
 

sa
d
d
h
a
,
 Viriy
a
,
 
Sa
ti
,
 
sa
m
a
d
h
i
 p
a
n
n
a
)
 

七

覚

支
 
(s
a
tta
 b
o
jj
-

ha
)
 の
い
ず
れ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
道
修
行
の
根

で
あ

り
、
力
で
あ
る
。
仏
教
者
は
協
同
し
て
会
合
を
開
く
場
合
、
最

近

は

-911-



「
四
弘
誓
願
」
を
唱
和
す
る
な
ら
わ
し
が
で
き
た
。
そ
の
誓
願
が
推
進

さ
れ
成
就

さ
れ
る
た
め
に
、
縁

の
下
の
力
持
ち
と
な
つ
て
、
基
盤
的
な

活
ら
き
を
す
る
の
は
、

つ
ね
に
こ
の
忍
辱
精
進
で
あ
る
。

 

む

け

う
ん
 

(
1
)

 
二
 

ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
無
戯
論
経
の
八
正
道
中
道

の
論
理

 
釈
尊
仏
陀
の

「
さ
と
り
の
初
心
」
で
あ
る
八
正
道
中
道
の
立
場
は
、

現
実
充
足

に
つ
と
め
て
い
る
努
力
精
進
論

V
iriy
a
-V
a
d
a
 
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
に
し
た
。
正
し
い
真
理
認
識

の
哲
学
、

高
い
理
想
行
願
に
逼

進
す
る
宗
教
、
社
会
環
境
の
実
利
実
用
の
効
果
 a
ttha
-k
iriya
 を
ね
ら

い
と
し
て
い
る
社
会
協
同
体
な
ど
、
い
ず
れ
も
世
の
た
め
人
の
た
め
大

衆
の
利
益
幸
福
の
た
め
に
、
焦
点
を
し
ぼ
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

(
1
)

増
支
部

の

一
経
典
に
、
仏
教
が
反
対
し
た
説
と
し
て
、
(
1
)
宿業 (
し

ゅ
く
こ
う
)
 を
因
と
す
る
説
 p
u
b
bek
ata
-h
etu
v
a
d
a
 
(
2
)
自

在
な
神
意
創

造
を
因
と
す
る
説
 
is
s
a
r
a
n
i
m
m
a
n
a
-
h
e
t
u
v
c
d
a
 
(
3
)
因

も
な
く
縁
も
な

い
と
い
う
説
 a
h
e
t
u
-
a
p
a
c
c
a
y
a
-
v
a
d
a
 

の
三
説
を
挙
げ
て
い
る
。
第

一

は
過
去
に
な
し
た
業
力
 (こ
う
り
き
)
 に
よ
る
と
い
う
説
に
執
わ
れ
て
い

て
、
理
想

に
憧
れ
る
情
想
も
な
く
、
す

べ
て
人
間

の
努
力
に
ま

つ
構
い

も
意
志
力
も
な
く
、
惰
弱
な
無
気
力
も

の
で
あ
る
。
第
二
は
す

べ
て
が

自
在
力
を
持
つ
神
さ
ま
の
創
造
力
に
待

つ
も

の
で
あ
る
。
第
三

は
因

h
etu
 と
縁
 
pacca
ya
 が
和
合
し
て
万
物
が
生
成
す
る
と
い
う
因
縁
説

を
信
じ
な

い
で
、
も
の
ご
と
は
偶
然
発
生
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
説
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
三
説
は
、
人
間
が
つ
く
り
出
す
社
会
協
同
体
の
実
践
道

徳
性
を
軽
視
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

む

け

う
ん

こ
れ
に
対

し
て
、
中
部
第

六
十
経

の

『無
戯
論

経
』
A
pad
n
n
a
k
a
-

su
tta
 は
、
人
間
の
理
想
行
願
を
第

一
と
す
る
仏
教
者
の
立
場
に
お

い

て
、
主
体
的
な
中
道
実
践
を
焦
点
に
し
て
描

い
た

有
名

な
経
典

で
あ

う

る
。
有
と
無
と
の
両
極
端
の
在
り
方
を
、
無
功
徳

と
有
功
徳
、
無
作
用

と
有
作
用
、
無
因
と
有
因
な
ど
、
対
脈
す
る
有
と
無
と
の
関
係
に
お
い

て
、
人
間
社
会
の
秩
序
 
D
h
arm
a
 と
宇
宙
法
界

の
存
在
 S
atya
 と
が

主
体
的
な
中
道
実
践
の
原
理
を
開
顕
す
る
こ
と
に
つ
と
め
て
い
る
。

 
ま
ず
(
1
)
人
間
社
会
の
よ
き
古
き
道
を
ま
も
る
祭
祀
の
道
、

社
会
福
祉

こ
う

に
貢
献
す
る
布
施
の
行

い
、
善
因
善
果

・
悪
因
悪
果
の
業
 
k
arm
a
 を

否
定
す
る
虚
無
論
者
 
n
a
t
t
t
h
i
k
a
-
v
c
d
a
 
(
2
)
人

間
文
化
の
開
拓
精
神
を
無

視
す
る
無
作
用
論
者
 
a
k
iriy
a
-
v
a
d
a
 
(
3
)
世

の
中

に

は
因
 
h
etu
 も
縁

pacca
ya
 も
な
い
、
す
べ
て
が
偶
然
だ
と
す
る
宿
命
論
者
、
す
な
わ
ち

ah
e
t
u
-
a
p
a
c
c
a
y
-
v
a
d
a
 
(
4
)
無

色
界
を
す
べ
て
否

定
す
る
も

の
 n
a
 
'
tth
i

う

sa
b
b
a
to
 a
ru
p
p
a
 ti
 
(
5
)
存

在
 
(有

b
h
a
v
a
)
 
の
滅

を

す

べ
て
否

定

す

る

も

の
 
n
a
 
'tth
i
 sa
b
b
a
to
 b
h
a
v
a
n
iro
d
h
o
 ti
 な

ど
、

こ

れ

ら

の
人

々

に
対

し
、

全

面
的

に
巌

と

し

て
存

在

す

る

人

生

社

会

国
家

の

秩
序

を

信

す

る

仏

教

者

の
積

極

的

な
立

場

を
示

す

も

の

で
あ

る
。

こ

の
う

ち
、
(
1
)
(
2
)
(
3
)

は
、

そ

れ
ぞ

れ
 
A
jita
 K
e
s
a
k
a
m
b
a
l
i
,
 

P
a
k
u
-

げ

ど
う
(
3
)

d
h
a
 K
a
cc
a
y
a
n
a
,
 
M
a
k
k
h
a
li
 G
o
sa
la
 な
ど
、

六

師

外

道

の
説

で
あ

つ

て
、

長

部

第

二

経

『
沙
門

果

経
』

S
a
m
a
n
n
a
-
p
h
a
l
a
-
s
u
t
t
a
,
 

中
部

第

四

十

一
経

『
薩

羅

村

婆

羅

門

経

』
S
a
le
y
a
k
a
-
s
u
t
t
a
 

中

部

第

七

十

六

経

(
4
)

『
サ

ン
ダ

カ
経
』

S
a
n
d
d
h
a
k
a
-
s
u
t
t
a
 

な

ど

を
参

照
。

ま

ず

第

一
に
、

仏

の
誓
願

と
因

と
縁

の
生
成
原
理
 
(
宮

本
)
 

四
〇

五

-912-



仏

の
誓
願
と
因

と
縁

の
生
成
原
理
 
(
宮

本
)
 

四
〇
六

布
施
な
く
、
供
犠
な
く
、
供
養
も
な
い
。
(善
悪
業
の
異
熟
果
な
く
、
此
の

世
界
な
く
彼
の
世
界
も
な
い
。
母
な
く
父
な
く
化
生
の
有
情
も
な
い
。
)
 
沙

ぎ
よ
う

門
婆
羅
門
に
し
て
正
し
く
住
し
正
し
く
行
じ
て
、
此
の
世
と
彼
の
世
と
を
知

り
、
か
つ
証
し
て
説
教
す
る
も
の
此
世
に
あ
る
こ
と
は
な
い
。

 

人
は
す
べ
て
地
水
火
風
の
四
大
か
ら
成
る
。
人
が
死
ね
ば
、
地
は
地
身
に
帰

 

り
、
水
は
水
身
に
帰
り
、
火
は
火
身
に
帰
り
、
風
は
風
身
に
帰
る
。
諸
根
は

 

虚
空
に
帰
入
す
る
。
四
人
の
も
の
は
、
担
架
に
ょ
つ
て
死
骸
を
運
ぶ
。
彼
ら

 

は
火
葬
場
に
至
る
ま
で
嘆
さ
の
句
を
唱
う
。
つ
い
に
鵠
色
の
骨
と
な
り
、
供

 

物
は
灰
と
な
る
。
布
施
は
こ
れ
愚
人
の
教
で
あ
る
。
人
に
し
て
死
後
の
存
在

 

を
説
く
の
は
、
こ
れ
無
根
で
あ
り
、
虚
妄
の
言
説
に
過
ぎ
な
い
。
愚
者
も
賢

 

者
も
身
が
死
ね
ば
断
滅
し
、
壊
失
し
て
、
死
後
に
は
何
物
も
な
く
な
る
。

ニ

ヒ

リ

ス

ト

こ

れ
ら

は
虚

無

論

者
 
n
a
tth
ik
d
v
a
d
a
 の
説

で
あ

る

が
、

こ

れ

ら

に

う

く

ど
く
ろ
ん
し
ゃ

対

し

て
、

布
施

や

祭

祀

な

ど

を

認

め

る

「
有

功

徳

論

者
」
a
tt
h
i
k
a
v
c
d
a

は
、

相

互

に

正

し
く

反

対

す

る

説
 
a
n
n
a
m
a
n
n
a
s
s
a
 

u
ju
v
ip
a
c
c
a
n
i
-

k
a
v
a
d
a
 で
あ

る
。

第

二

の

作
す
者
、
作
さ
し
め
る
者
、

切
る
者
、

切
ら
し
め
る
者
、

責
む
る
者
、

責
め

し
め
る
者
、

悩
ま
す
者
、
悩

ま
さ
し
め
る
者
、

戦
標
す
る
者
、
戦
標

せ
し
め

る
者
、
殺

生
す
る
者
、
与

え
ら
れ
な

い
も

の
を

取

る
者
、

家

に
穿

入

す

る

者
、
掠
奪
す
る
者
、

窃
盗
す

る
者
、

追
剥
す
る
者
、

姦
淫
す
る
者
、

妄
語
す

る
者
、

か
く
作
さ
れ
て
も
、
罪
悪

が
作

さ
れ
た

の
で
は
な

い
。
も
し
屠
殺
者

の
利

刀
を
も

つ
て
こ
の
地
上
の
生
類
を

一
肉
団

一
肉
塊

と
作
す

と
も
、

そ
れ

 

に
よ
つ
て
罪
悪
と
な
る
こ
と
は
な

い
。
罪
悪

の
報

い
も
な

い
。

 

も
し
ガ

ン
ジ

ス
河
の
南
岸

に
行

っ
て
、
害
し
殺
し
戴
り
戴
ら
し
め
、
責
め
責

 

め

し
め
る
も
、

そ
れ
に
よ

つ
て
罪
悪

と
な

る
こ
と
が
な
い
。
罪
悪

の
報

い
も

 

な

い
。
も
し
ガ

ン
ジ

ス
河

の
北

に
行

っ
て
、
布
施

し
布
施

せ
し
め
、

祭
祀
せ

 

し
め
て
も
、

そ
れ
に
よ
つ
て
功
徳

は
な

い
。
功
徳

の
報

い
も
な

い
。
布
施
に

 

よ

る
も
、

調
御
に
よ
る
も
、
自
制

に
よ
る
も
、

実

語
に
よ
る
も
、

功
徳
も
な

 

く
、

功
徳

の
報

い
も
な

い
。

 

こ

の

よ
う

に
主

張

す

る

「
無

作

用
論

者

」
a
k
ir
iy
a
v
a
d
a
 

に

対

し
て
、

「
有

作

用

論

者

」
k
ir
iy
a
v
d
a
 は
、
相

反

対

す

る
説

を

な
す
。

第

三

に
、

 

有
情

の
煩
悩

に
汚
さ
れ
る

の
は
因
も
な
く
縁
も

な

い
。
無
因
無
縁

に
し
て
有

 

情

は
煩
悩

に
汚
さ
れ
る
。
有
情

の
清
浄

と
な
る

の
に
も
因

な
く
縁
も
な

い
無

 

因
無
縁

に
て
し
有
情

は
清
浄
に
な
る
。

(自
作

な
く
、

他
作

も

な
く
、

す

べ

て
人
間

の
作
為
は
な
い
。
)
 力
な
く
精
進

な
く
、

人
間
と
し
て

の
気

力

な

く

人
間

の
力
行
も
な

い
。

一
切

の
有
情

・
一
切

の
生
類

・
一
切

の
生
物

・
一
切

 

の
生
命
あ

る
者
、

自
生
力
な
く
、
非

力
に
し
て
、

精
進
す
る
力
が
な

い
。
た

だ
天
命

と
運

と
持

つ
て
生
れ
た
性
根

と
に
よ

つ
て
、

互
に
異
な
る
に
と
ど
ま

る
。

六
種
類
 
(
の
何
れ
か
)
 に
お

い
て
楽

と
苦

と
を
感
受
す
る

の
で
あ
る
。

 

こ

れ

ら

の

「
無

因

論

者
」

a
h
e
t
u
v
a
d
a
 

に
対

し

て
、

「
有

因

論

者
」

h
e
t
u
v
a
d
a
 

は
、

相

互

に

正

し
く

相

反

す

る
説

で

あ

る
。

第

四

は
、

無

う

色
界
の
有
る
無
し
の
対
立
で
あ
り
、
第
五
は
、
有

の
滅
 b
ha
v
a
n
i
r
o
d
h
a

の
有
る
無
し
の
対
立
で
あ
る
。

 
以
上
の
う
ち
、
初
め
の
三
は
お
し
つ
め
て
い
え
ば
、

ニ
ヒ
リ
ス
ト
で

し
ん
く

い

こ
う

あ

つ
て
、
い
ず
れ
も
身
口
意
の
三
業
に
お
い
て
、
善
を
捨
て
て
悪
を
作

す
人

々
で
あ

つ
て
、
次
の
よ
う
に
善
、

不
善
に
か
か
わ
ら
な
い
。

 

不
善
法
の
災
患
と
罪
悪
と
汚
臓
と
を
見
な
い
。
善
法
の
離
欲
に
お
け
る
功
徳

-913-



と
清
浄
の
面
も
見
な
い
。

そ
し
て
か
の
世
界
の
存
在
す
る
の
を
存
在
し
な
い
と
す
る
邪
見

・
邪

思
惟

・
邪
語
に
陥
い
つ
て
し
ま
う
。
し
た
が

つ
て
、
ま
た
か
の
世
界
を

よ
く
知

つ
て
い
る
阿
羅
漢
に
敵
対
を
な
す
 p
accan
i
k
a
m
 
k
a
ro
ti
 に
至

る
。
身
に
戒
を
破
り
、
口
に
非
正
法
を
説
き
、
自
讃
殿
他
す
る
。

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
に
は
、
こ
の
無
戯
論
法
は
悪
し
く
達
せ
ら
れ
、
受
け

(
5
)

取
ら
れ
る
。
彼
は
唯

一
辺
を
充
し
て
住
し
、
善
処
を
捨
て
る
。

 

こ
れ
に
対
し
て
、
人
生
に
積
極
的
な
善
意
を
持
つ
有
功
徳
論
者
は
、

身
口
意
の
三
業
に
お
い
て
善
悪
を
弁
別
し
、
そ
れ
が
宗
教
的
に
も
道
徳

的
に
も
、

ど
の
よ
う
に
結
果
す
る
か
を
も
よ
く
知
り
分
け
、
か
の
世
界

の
存
在
す

る
こ
と
を
見
て
、
正
見

・
正
思

・
正
語
に
住
す
る
。

し
た
が

つ
て
か
の
世
界
を
よ
く
知
る
阿
羅
漢
に
敵
対
す
る
こ
と
な
く
、
正
法
を

説
き
、
自
讃
殿
他
す
る
こ
と
が
な
い
。

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
正
見
に
住
す
る
彼
に
は
、
こ
の
無
戯
論
法
は
善
く
成
就

(
5
)

せ
ら
れ
、
受
容
せ
ら
れ
る
。
彼
は
両
辺
を
充
し
て
、
不
善
処
を
捨
て
る
。

 
虚
無
論
者
は

一
辺
を
固
執
し
て
、
善
を
捨
て
る
の
に
対
し
、
仏
教
者

は
思
想
に
は
両
辺
を
充
し
て
住
す
る
中
道
行
者

で
あ

つ
て
、
実
践
的
に

は
善
を
求
め
る
理
想
行
願
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
四

・
第
五
に
対
し

て
は
、
思
想
的
に
否
認
と
肯
定
と
の
二
辺
の
在
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
吟
味

し
、
実
践
的
に
は
、
向
上
進
趣
す
る
実
利
に
即
し
て
、
究
寛
浬
繋
の
滅

尽
に
達
せ
し
め
る
。
こ
の
よ
う
な
行
き
方
を

「無
戯
論
法
」
apa
n
n
a
-

k
a
-
d
h
a
m
m
a
 

と
い
つ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
実
利
に
つ
く
中
道
行

の
性

格
で
あ
る
。
し
か
も
正
見
に
住
す
る
八
正
道
の
実
践
者
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
『初
転
法
輪
経
』
以
来
の
中
道
の
立
場
を
承
け
て
い
る
。

 

「唯

一
辺
を
充
し
て
住
し
、
善
処
を
捨
て
る
」
立
場
と

「両
辺
を
充

し
て
住
し
、
不
善
処
を
捨
て
る
」
立
場
と
を
対
脈
的
に
示
し
た
の
で
あ

る
が
、

一
辺
到
は
仏
教
的
立
場
で
は
な
い
。
楯

の
両
面
を
見
る
批
判

の

眼
が
必
要
で
あ
る
。
車
は
両
輪
、
飛
行
機
は
両
翼

で
な
く
て
は
、

い
ず

れ
も
安
全
運
転
は
で
き
な
い
。
現
象
界
は
因

と
縁
と
に
よ

つ
て
生
成

す
る
。
因

一
辺
だ
け
で
も
縁

一
辺
だ
け
で
も
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
自
然
と
人
生
の
理
法
は
随
順
し
て
行
け
ば
お

の
ず
か
ら
手
許
が
軽

く
な
る
。
そ
し
て
実
力
も
つ
い
て
く
る
。
自
分

の
身
勝
手
な
考
え
や
行

い
な
ど
、

一
辺
倒
的
な
も
の
は
、

つ
ま
ら
な
く
な
る
。
他
を
顧
み
、
他

の
立
場
に
立

つ
て
も
の
を
判
断
す
る
余
裕
が
あ
れ
ば
、
国
家
社
会
の
協

同
体
は
明
る
く
活
澄
に
な
つ
て
、
文
化
的
に
も
社
会
福
祉
的
に
も
向
上

す
る
か
ら
、
世
界
平
和
に
貢
献
し
、
地
球
の
浄
化
や
宇
宙
の
開
発
に
つ

い
て
も
、
世
界
と
手
を
携
え

「善
の
実
現
」
に
向
う
こ
と
も
で
き
る
。

 
中
道
論
者
は
、
両
辺
を
充
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎

ま
な
い
。
よ
く
因
縁
に
し
た
が
つ
て
、
人
生
を

生
か
し
て
行
く

よ
う

に
、
高
い
広

い
立
場
に
出
て
行
く
よ
う
に
な
る
。

仏
教
者
は
、
宗
教
的

に
慈
悲
心
か
ら
し
て
無
謹
の
立
場
に
立

つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
哲
学
的
に
は
真
理
の
道
を
歩
み
、
実
践
的
に
は
人
倫
の
道
を
踏

み
、
宗
教
的
に
は
永
遠
の
相
に
生
き
る
の
で
あ

る
。
道
元
の
行
持
道

環
、
親
鷺
の
報
恩
感
謝
の
生
活
な
ど
は
、
こ
う
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

仏

の
誓
願

と
因

と
縁

の
生
成

原
理
 
(
宮

本
)
 

四
〇
七

-914-



仏

の
誓
願
と
因
と
縁

の
生
成
原
理
 
(
宮

本
)
 

四
〇

八

阿
含

で
は
、

こ

れ

を

「
無

戯

論

法

」
a
p
a
n
n
a
k
a
-
d
h
a
m
m
a
 

と

い

う
。

無
戯
論

と
は
、
敵

対
の
謬

い
な
く
、

岐
路
に
止
ま
ら
な

い
で
、
純

一
専
心
に

(6
)

 

住
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 

不
二
に
住
し
て
、
二
辺
を
よ
く
知
り
、
二
辺
に
止
ま
ら
な
い
で
、
矛

盾
を
止
揚
す
る
に
つ
と
め
、
ひ
た
す
ら
に
純

一
無
雑
の
行
に
専
注
す
る

立
場
が
、
無
戯
論
法
で
あ
る
。
英
訳

で
は
、
"
S
ou
n
d
 D
o
ctrin
e
"
 と

訳
し
て
い

る
が
、
け
だ

し
適
訳

で
あ
る
。
「健
全
な
理
論
」
「
健
康
な

教
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
無
戯
論
法
を
、
慈
悲
に
止
住
す
る

m
e
tta
v
i
h
a
r
i
n
「

無
謬
行
」
ara
na
v
i
h
a
r
i
n
 

と
も
い
う
。
し
か
も
そ
れ

が

「
あ
り

の
ま
ま
に
も
の
を
見
る
。
逆
さ
ま
に
見
な
い
、
純
粋
清
浄
で

あ
る
」
ど

い
う
空
の
三
原
則
に
立
つ
て
こ
そ
、
始
め
て
体
験
さ
れ
る
。

む
じ
よ
う
く
う
ぎ
よ
う

そ
の
た
め
、
「無
謹
空
行
」
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
諄

い
の
な
い

和
の
教

の
と
こ
ろ
に

「
以
レ和
為
レ貴
」
立
場
に
も
契
う
中
道
行
の
意
義

も
明
ら
か
と
な
る
。

本
生
物
語
 
Jata
k
a
 第

一
編
第

一
章
は

「無
戯
論
品
」
で
あ

つ
て
、

そ
の
第
二

経
は

「
無
戯
論
本
生
物
語
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
無
戯
論

は

「思
弁
者
」
ta
k
k
ik
a
 に
対
脈
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
思

弁
者
と
い
,
 
う
の
は
、
言
挙
げ
を
好
む
人
々
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
無
戯

論
は

「
言
挙
げ
し
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
人
は
、
無
戯
論
処
を
 
(説
き
)
、

思
弁
者
は
第
二
 (そ
の
他
の
も
の
)
 を
説
く
。

こ
れ
を
悟
つ
て
知
る
者
は
、

そ
の
無
戯
論
な
る
も

の
を
取

る
べ
し
。

と

い
う

偶

が
説

か

れ

て

い
る
。

S
a
m
y
u
tta
-N
ik
a
y
a
,
 
X
X
II
,
 
6
0
 

M
a
h
a
li
『
マ

ハ
リ
経

』

に

お

い

て
、

リ

ッ
チ

ャ
ヴ

ィ
 
L
ic
c
h
a
v
i
 の

マ

ハ
ー

リ
が
、

釈

尊

に
、

ブ

ー

ラ

ナ

・

カ

ッ
サ

パ
 
P
u
r
a
n
a
-
K
a
s
s
a
p
a
 

は

「
因
」

h
e
t
u
 
な

く

「
縁

」

p
a
c
ca
y
a

な

く

し
て
、

有

情

は
汚

染

し
 
s
a
m
k
n
e
s
a
y
a
 

無

因

無
縁

に

し

て

a
h
e
t
u
-

a
p
a
c
c
a
y
a
 

有

情

は
汚

染

す

る
。

ま

た
因

な

く
縁

な
く

し

て
、

有

情

は

清

浄

と
な

り
 
V
isu
d
d
h
iy
a
 無

因

無

縁

に

し

て
、

有

情

は
清

浄

と

な

る
、

と
説

い
て

い
る
。
仏

教

で

は

こ

れ
を

ど

の
よ
う

に
説

く

か

と
、
問

う

た
。

 

釈

尊

は
、

こ
れ

に

答

え

て
、

仏
教

で

は
、

因

あ

り
縁

が
あ

つ
て
、

有

情

は
汚

染

し
、

有

因

有

縁

に

し

て
 
sa
h
etu
-
s
a
p
a
c
c
a
y
 

鋤

汚

染

す

る
。

ま
た

因

あ

り
、

縁

あ

つ
て
、

有

情

は
清

浄

と

な

り
、

有

因

有

縁

に

し

て
、

有

情

は
清

浄

と

な

る
、

と
答

え

て

い
る
。

 

こ

こ
に
出

て

い
る

プ

ー

ラ
ナ

・
カ

ッ
サ

パ

の
無

因

無

縁

説

は
、

前

掲

の

『
無
戯

論

経

』
A
p
a
n
n
a
k
a
-
s
u
t
t
a
 

の
第

三
説

「
無

因

無

縁

説

」
と

同

一
の
も

の

で
あ

る
。

こ

れ

は
邪

命

外

道
 
A
j
i
v
a
k
a
 

の

マ

ッ
カ

ー

リ

・
ゴ

ー

サ

ー

ラ
 
M
a
k
k
h
a
li
 G
o
sa
la
 
の
説

で
あ

る
。

し

か

し

プ

ー

ラ

ナ

・
カ

(7
)

ッ
サ

パ
も

邪
命

外
道

と

し

て
、

同
様

に
無

因
無

縁

説

を
奉

じ

て

い
た
。

 

こ

の
無
因

無

縁
、

有

因

有

縁

に

つ
い

て
、

ま

た

は
 
A
n
g
u
tta
ra
 I
I
I
I
,

6
;
 I
I
I
V
,
 
6
;
 

I
I
I
 
6
8
;
 
6
9
.
 

な

ど

に

お

い

て
、
何

の
因

・
何

の
縁
 
k
o
 h
e
t
u

k
o
 p
a
c
ca
y
o
 と

し

て

い

る
も

の
、

い
ず

れ

も
因

と
縁

を

続

け

て

出

し

て

は

い
る

が
、

必
ず

「
因

」
h
e
tu
 が

先

き

で

「
縁

」
は

後

に

列

ね

て

あ

-915-



る
。

こ

と

に
 
p
u
b
b
ek
a
t
a
-
h
e
t
u
-
v
a
d
a
.
,
 

is
sa
ra
n
im

m
a
n
a
h
e
tu
-V
a
d
a

a
h
e
t
u
-
a
p
a
c
c
a
y
a
-
v
a
d
a
 

と

し

て
列

挙

す

る

場

合
、

「
何

々
を

因

と
す

る
」

と

い
う

時

は
、

必

ず

「
因

」
h
e
t
u
 で
あ

つ
て
、

「
縁

」
p
a
c
c
a
y
a
 を

用

い

て
は

い
な

い
。
し

か

も

そ

れ

に
続

い

て

い
る
 
a
h
e
t
u
a
p
a
c
c
a
y
a
-
v
a
d
a
 

の

場

合
、
「
因

」
h
e
tu
 と

「
縁

」
p
a
c
ca
y
a
 と

は
、
同

義

語

と

し

て
使
用

し

て

い
る

の
で

億
な

い
。

こ
れ

は

明

確

に
後

世

ア
ビ
ダ

ル

マ
仏

教

が

六
因
.
 

四
縁

・
五
果

の
因

縁

果

論

の
 
c
a
u
s
a
l
i
t
y
 

理

論

を
発

達

せ

し
め
、

唯

識

哲
学
が
因

の
種
子
六
義
を
構
成
す
る
に
至
る
理
論
の
筋
道
が
続
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
釈
尊
仏
陀
が
断
乎
と
し
て
、
皮
膚
の
色
 V
a
n
n
a
 
に
よ
る

人
種
的
四
姓
カ
レ

ス
ト
 ja
ti-V
a
da
 が
尊
い
の
で
は
な
く
、
人
間
の
尊
さ

は
行
 
(ぎ
ょ
う
 cara
na
,
 
k
am
m
a
)
 に
あ
る
の
で
あ
る
と
宣
言
し
た
こ
と

に
、
世
界

の
社
会
革
新
家
た
ち
が
い
ち
早
く
着
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
釈
尊
は
こ
の
よ
う
に
人
間
の
自
己

・
自
覚

の
主
体
性
第

一
の
立
場
を

と
り
、
自

己
に
依
り
法
に
依
る
教
を
強
調
し
て
い
る
あ
た
り
に
、
も
の

の
原
点

ゼ
種
子
の
、「因
」
h
etu
 の
重
要
性
を
確
保
し
て

い
る
こ
と

は

明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
釈
尊
は
、

こ
の
人
間
自
覚
至
上
主
義
ば
か
ひ

で
は
な
く
、
自
然

・
環
境

の
浄
ら
か
さ
と
、
社
会
協
同
体
の
和
合
性
を

ど
れ
だ
け
尊
重
し
た
こ
と
か
、
そ
う
し
て
こ
の
点
か
ら
し
て
、
ま
さ
に

仏
教
と
い
う
世
界
的
な
普
遍
宗
教
 
U
n
ive
rsal
 R
elig
ion
 を
確
立

し

て
、
新
時
代
の
黎
明
を
高
ら
か
に
告
げ
て

い
る

の
で
あ

る
。
そ

こ
に

「因
起
」
よ
り
も

「縁
起
」
の
原
理
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
、
や
が
て
仏

教
的
立
揚
は

「縁
起
」

一
本
槍
の
よ
う
に
思
う
傾
向
さ
え
、
仏
教
者
の

う
ち
に
生
れ
て
き
た
わ
け
に
な
る
の
で
あ
る
。

し

か

し

「
因

」

と

「
縁

」

と

は
、

自

己

・
自

種

の
因

と
、

環

境

・
社

会

・
自
然
態
の
縁
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

と
い
う
も
の
が
あ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
を
く

つ
き
り
出
し
て
、
そ
れ
を

尊
重
す
る
立
場
こ
そ
、
仏
陀
の

「
法
の
立
場
」
で
あ
り
、
大
乗
仏
教
者

の

「
諸
法
実
相
の
立
場
」
d
h
a
r
m
a
t
a
 

で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た

と
こ

ろ
に
、
仏
教

の
文
化
宗
教
と
し
て
の
よ
さ
も

あ

る
の
で
あ
る
。
仏
陀

が
、
仏
教
と
し
て
の
こ
の
よ
う
な
立
場
ま
で
も
、
根
本
仏
教
と
し
て
は

つ
き
り
さ
し
て
い
な
か
つ
た
か
の
よ
う
に
導
く
論

調
は
、
歴
史
社
会
的

立
場
か
ら
し
て
も
、
再
考
す
べ
き
か
。

八
正
道
中
道
の
よ
う
に
、
常
識

と
経
験
、

と
く
に
仏
陀
の
体
験
に
よ
る
教
説
は
、

仏
陀
の
初
心
で
あ
り

最
初
期
の
立
場
で
も
あ

つ
て
、
曖
昧
模
糊
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。

 
も

つ
と
も
、
仏
教
が
因
よ
り
も

「
縁
の
立
場
」
を
重
要
視
し
て

「縁

起
」
p
a
t
i
c
c
a
-
s
a
m
u
p
p
a
d
a
,
 

prat-ty
a
-
s
a
m
u
t
p
a
d
a
 

と
い
う
、
当
時
、

一
般
社
会

・
学
教
界
で
は
使
つ
て
い
な
い
新
し

い
仏
教
用
語
を
作
る
に

い
た

つ
た
こ
と
は
、
新
時
代
を
始
め
た
こ
と
に

も
な
る
と

い
つ
て
よ

い
。
こ
う
し
た
移
行
期
に
お
い
て
は
、
因
と
縁
、

因
起
と
縁
起
の
理
解

に
お
い
て
、

一
般
に
行
き
渡
ら
な
い
面
も
起
き
る
わ
け
で
あ
る
。

い
ろ

い
ろ
と

「
縁
の
研
究
」
も
な
さ
れ
、

パ
ー
リ
の
二
十
四
縁
、
舎
利
弗
阿

毘
曇
論
の
十
縁
、
大
毘
姿
沙
論
に
お
け
る
各
種

の
縁
起
研
究
や
六
因
四

縁
五
果
の
研
究
な
ど
を
受
け
、
竜
樹
も
中
論
の
巻
頭
に

「
四
縁
」
の
批

判
を
し
て
新
し
い
中
論
的
立
場
を
始
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。

仏

の
誓
願

と
因

と
縁

の
生
成
原
理
 
(
宮

本
)
 

四
〇

九

-916-



仏
の
誓
願
と
因

と
縁

の
生
成
原
理
 
(
宮

本
)
 

四

一
〇

今
日
に
お
い
て
も

「
縁
起
の
理
論
」
は
未
完
成
の
も
の
で
あ
る
。
む

し
ろ
世
界

の
自
然
環
境
が
、
そ
し
て
日
本
の
自
然
環
境
が
と
く
に
汚
染

po
llu
tio
n
 さ
れ
て
い
る
今
日
、
仏
教

の
縁
起
論

は

「苦
の
現
象
」
の

解
明
理
論

の
構
成
要
素
で
あ
る
因
と
縁
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
な

か
ん
ず
く

「縁
」
pacca
ya
,
 
p
ratya
ya
 は
、
環
境

・
社
会

の
あ
り
方

に
関
係
し
て
い
る
言
葉
だ
け
に
、
縁
起
論
を
高

い
思
想
的
立
場
で
あ
る

と
し
て
い
る
仏
教
学
者
は
、
現
代
的
に
努
力
す
る
責
務
が
あ
る
わ
け
で

あ
る
。
筆
者
は
、
本
年
度
、

五
月
に
九
州
大
学
で
開
催
さ
れ
る
第
二
十

四
回
学
術
大
会
に
お
い
て
、
「
中
論
に
お
け
る
縁
起
に

つ
い
て
」
研
究

発
表
し
、
本
論
文
の
課
題
を
改
め
て
究
明
し
た
い
。

1
 
宮
本
正
導

『中
道
思
想
及
び
そ
の
発
達
』
第
十
四
編

「虚
無
空
見
と
中

道
」
特
に

「
無
戯
論
経
の
中
道
義
」
「虚
無

一
辺
論
者
と
理
想
中
道
行
願

者
」
七
〇
二
-
七
一
二
頁
。
昭
和
19
年
、
法
蔵
館
。

3
 

宇
井
博
士

「
六
師

外
道

の
研
究
」
、
『
印
度
哲
学

研
究
』
第
二
。
B
.
 Ba
-

7
 

宇

井

博

士
、

前

掲
、

三

八
六
-
三

九

三

頁
。

8
 

仏

教

の

立
場

は
、

A
.
 N
.
 III
,
 2,
 69
,
 V
o
l
.
 
I
,
 

p
p
.
 2
0
2
,
 

2
0
4
:
 
a
tth
a
-

v
a
d
in
,
 ka
la
v
a
d
i
n
,
 

a
tth
a
v
a
d
i
n
,
 
d
h
a
m
m
a
v
a
d
i
n
 
V
in
ay
a
v
a
d
i
n
 

と

し

て
語

ら

れ

も

し
、

ま

た

A
.
 N
.
 I
,
 p.
 
2
8
7
:
 

k
a
m
m

a
v
a
d
a
,
 
k
ir
iy
a
-

v
ad
i
n
;
 
S
.
N
.
 
I
I
,
 

p
.
 33
,
 kam
m
a
v
a
d
a
;
 e
tc
)
 と

し

て
、

自

か

ら

依

つ
て

立

ち
、

そ

れ
を

堅

持

す

る

立
場

を

は

つ
き

り

さ

せ

て

い

る
。

さ
ら

に

「
自

か

ら

に
依

り
、
法

に
依

る

立
場

が
、
釈

尊

の
立
場

そ

の

も

の

で
あ

る
。

P
a
-
T
e
x
t
 So
c
i
e
t
y
'
s
 

P
a
l
i
-
E
n
g
l
i
s
h
 

D
ic
tio
n
a
ry
,
 he
tu
 の

と

こ

ろ

で
、

h
e
tu
 と
 
p
a
c
c
a
y
a
 は
、

古

い
用

法

で
は

同

義

語

と

し

て
殆

ん

ど

同

一
で
あ

る

と

い

つ
て

い
る

の
は
、

確

か

な
論

証

を

伴

つ
て

い

な

い
。

一
九

二

一
年
、

大

正

十
年

頃

の
早

い
時

代

の
出
版

で
あ

る

か

ら

と

も
考

え

ら

れ

る

が
、

正
確

な

考

え

で

は
な

い
。

そ

れ

か
ら

h
etu
,
 pa
c
c
a
y
a
,
 kc
ra
n
a
,

m
a
n
a
,
 
s
a
m
u
d
a
y
a
 な

ど

も
、

区

別

な

く
同

じ

よ

う

に

用

い

ら

れ

て

い

る

と

い

つ
て

い

る
。

し

か

し

そ

の
う

ち
 
h
e
t
u
,
 
p
a
c
c
a
y
a
 だ
け

は
、

と

く

に
 
c
a
u
s
atio
n
 を
構

成

す

る
主

役

の
用

語

で
あ

り
、

仏

教

的

立
場

を
開

明

し

「
縁

起

」

と

い
う

仏
教

的

さ

と
り

に

つ
な

が

る
術

語

と
な

る
筋

道

を
、

早

い
時

代

か
ら

重

視

し

な
く

て
は

な

ら

な

い

の

で
あ

る
。
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